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Ⅰ．個別の事業活動に関すること 

１．つくばエキスポセンターの運営に関する事業【公益 1・収益１】 

2022年 3月に策定した「公益財団法人つくば科学万博記念財団中長期計画」

に基づき、つくばエキスポセンター（以下、「センター」という。）の事業を

実施した。 

2025 年度のセンターの入館者数は 239,694 人（2024 年度：218,783 人、コ

ロナ禍前 2018年度：194,150人）であった。 

2025年度事業計画時の目標 195,000人を約 44,000人上回り、中長期計画の

全体の目標である年間 20万人を達成した。 

 

（１）展示【公益 1】 

他科学館の展示物に関する情報収集等を行いつつ、展示の構想案の見直しや

催事企画を進めてきた。 

① 1階展示場および屋外展示場 

展示物の整備として、「元素周期表」の追加展示を製作し、「元素クイズ」

を設置した。 

日本原子力研究開発機構より譲り受けた「カプセルシアター」を改修し、

「つくまるの大冒険」や「120秒の科学」などの上映を行った。 

開館当時から使用している 1 階展示場の壁紙の貼替と、同じく開館当時

からの展示物である「液晶の壁」の改修（液晶シートの交換）を行った。そ

の他の展示物についても保守作業を行った。 

シンボル展示である「H-Ⅱロケット実物大模型」の塗装工事を行った。 

 

② 2階展示場 

宇宙航空研究開発機構より譲り受けた「温度勾配型電気炉」と「電気泳動

装置」について展示を開始した。 

「触れる地球」などの機器更新を行った。その他の展示物についても保

守作業を行った。 

 

③ 3Dシアター(3DVRシアター) 

臨場感が得られる 180度スクリーンを備えた「3DVRシアター」へとリニ

ューアルし、新しいコンテンツの上映を行った。 

加えて、観覧席の増設工事を行い、定員を 30名に増やした。 

 

（２）催事【公益 1】 

① 一般催事 
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「科学教室」13 テーマ 106 日、「サイエンスショー」10 テーマ 68 日を

実施した。 

季節イベントとしてフォトスポットやクリスマスイルミネーションを

設置した。また、科学万博-つくば’85から 40周年を記念して、「40周年

記念展示」を実施した。 

 

② 特別催事 

企画展として、春には「またまた帰ってきました！トリックアート展～

錯視の謎解き～」を開催し、夏には「エキスポ昆虫ランドへようこそ－昆

虫を感じてみよう！－」を開催した。秋冬には「カガクノミカタ－感じて

みよう科学のふしぎ－」を開催した。2026年春は、「体感！つくばどうぶ

つランド あそんでまなべる動物園」を開催している。 

外部機関との連携イベントとして、農業・食品産業技術総合研究機構と

共催で「暑さに負けないお米やくだもの～研究者が語る温暖化と農業のお

はなし～」、宇宙航空研究開発機構との共催で「筑波宇宙センター所長の

推し、お見せします。」を開催した。2階サイエンスギャラリー等での展示

の他に、研究者によるトークイベントを実施した。 

その他、研究機関などの協力を得て、パネル展や講演会などを開催した。 

 

（３）プラネタリウム【公益 1】 

オリジナル番組については、「ホルストが奏でた宇宙 ～占星術と組曲「惑

星」～」を製作し上映した。星空解説番組については、デジタル技術を活用し

て内容の充実を図った。魅力ある番組編成の実現に向け、話題性のある「プラ

ネタリウム ドラえもん 宇宙の模型」や「名探偵コナン 閃光の宇宙船」、

「T.REX 史上最強の恐竜」を上映した。 

一般番組等の選定においては引き続きストリーミング映像配信サービスも

活用し、多種多様な番組の上映を行った。 

センター製作のオリジナル番組の他館販売に関しては、「ゴッホが描いた星

空」などが国内のプラネタリウム施設(昨年からの継続 2館、新規に 8館)で上

映され、ライセンス料の収入を得た。 

天体観望会については、定員 100名とし、8 回実施した。 

本年度製作したオリジナル番組を記念して、全天周映像を用いたピアノと弦

楽合奏によるコンサートを開催した。また、全国各地で一斉に開催されるイベ

ント「全国一斉 『熟睡』プラ寝たリウム」に参加し実施した。 

次期プラネタリウム更新に関する調査・検討を進めるとともに、2028 年度

更新に向けて積立金の公益充実資金への振替と追加の積立計画を策定した。 
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（４）ミュージアムショップ【収益 1】 

科学に関連した商品の提供、コスモ星丸を使用したオリジナルグッズの製作

(科学万博 40 周年記念グッズ含む)、市内の大型書店でのオリジナルグッズ販

売の継続、企画展やプラネタリウム番組に関連した商品の提供を行い、センタ

ーの広報とともに、売上向上に努めた。 

 

（５）その他【公益 1・収益 1】 

① 関係機関との連携・協力【公益 1】 

  産業技術総合研究所、農業・食品産業技術総合研究機構、宇宙航空研究

開発機構など研究機関や地元の教育機関と連携し、特別展示やイベントを

開催した。 

  国内の科学館に職員を派遣し、展示や企画展、プラネタリウムなどの情

報収集を行った。また、全国科学館連携協議会が主催したタイの科学館や

博物館への視察研修や日本プラネタリウム協議会等が主催した研修会など

に職員を派遣した。 

 

② 「カフェ」の営業【収益 1】 

  民間事業者の協力を得て、4月の春休み終了まで営業した。 

 

③ 駐車場及び財団の事業目的に沿った施設等の外部利用【収益 1】 

駐車場は、団体バス及び個人の乗用車での来館者に対して車種、利用日に

応じて有料で対応した。 

音色のまちづくり実行委員会へのエントランスホールの貸出などを

行った。 

 

 

２．科学技術の普及啓発及び人材育成の促進、科学技術に関する産業界、大学及

び公的研究機関の連携促進並びに科学技術の国際交流の促進に関する事業

【公益 2・収益 2】 

 

（１）科学技術の普及啓発及び人材育成の促進【公益 2】 

① 科学技術の普及啓発及び人材育成を促進する事業の共催支援・協力 

下記の事業に主催、共催、後援、協力を行った。 

・第 66回科学技術映像祭(共同主催) 

・第 18回日本地学オリンピック(共催・協賛) 

・第 21回全国物理コンテスト「物理チャレンジ 2025」(共催) 
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・第 15回科学の甲子園茨城県大会(共催)、他 4件 

 

② 科学技術を通した地域コミュニケーションの創造のための事業 

地元のスーパーサイエンスハイスクールと連携した学校連携事業を企画

し、「地元中高生による EXPOサイエンス DAY！」と「地元中高生によるプラ

ネタリウム解説」を実施した。 

 

③ 全国ジュニア発明展 

全国ジュニア発明展の事業目的を継承し、全国的な展開の方向性を改め、

第 69回茨城県児童生徒科学研究作品展に協力し、財団理事長賞を贈呈する

など地元茨城県の小中学生の科学研究活動を支援した。 

 

④ おとなのためのサイエンス講座 

筑波大学や理化学研究所、防災科学技術研究所などの協力を得て、新規

講座を含め、9講座を開講した。周知ルートの開拓などにより新規受講生が

増え、受講生は 106名であった。 

 

⑤ アウトリーチ活動 

科学出前活動として幼稚園や学校、図書館や公民館などを対象とし、移

動プラネタリウムやサイエンスショーなどを実施した。加えて、外部資金

を活用し、地元の小中学校向けに科学出前教室も実施した。計62回実施し、

参加人数 5,370人であった。 

茨城県南地区の教員による「県南理科教育を語る会」の研修会や科学の

甲子園全国大会にブース出展し、移動プラネタリウムを実施した。 

エキスポシニアエキスパートの活躍の場として「ジュニアサイエンス講

座」を実施した。 

 

⑥ エキスポ科学クラブ 

学校の理科の授業では味わえない科学の楽しさ、おもしろさに触れる機

会を提供するため、小学生を対象にエキスポ科学クラブを実施した。2025

年度は、7コース(小 3：2コース、小 4：3コース、小 5：2コース)各 12名

計 84名の教室を実施した。 

 

⑦ 科学館連携事業 

   全国の科学館とのネットワークを活用し、情報収集を行った。また、他

の科学館からの視察の要望を受け、対応した。 
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⑧ 学芸員育成のための教育支援･職場体験、企業実習の受け入れ 

学芸員博物館実習生 4名、中学生の職場体験として 5名を受け入れた。 

また、つくばインターナショナルスクールと連携・協力し、7名の生徒(11

年生)が SNSへのクイズ投稿、子ども向けぬりえの作成、宇宙分野に関する

クイズ制作に関わった。 

 

（２）科学技術に関する産業界、大学及び公的研究機関の連携促進並びに科学

技術の国際交流の促進【公益 2・収益 2】 

① 助成支援【公益 2】 

「みらいの科学技術振興事業」(つくばリンク事業)として 1団体に対して

助成を行い、2026年度に向けて 1団体の助成を決定した。 

筑波研究学園都市交流協議会やつくばサイエンス・アカデミー等の団体 

に対して、イベントの共催や後援等の協力を行った。 

 

② つくばサイエンスニュースによる情報発信【公益 2】 

記事・コラムの掲載本数は 187本であり、アクセス数は 231,279件と 

なった。 

特につくばの機関が関係した大阪・関西万博の記事掲載により、地元関

係機関等の情報発信に協力し、地域全体の科学活動の可視化、相互情報発

信を行った。 

 

③ 研究者等語学研修を通じた研究者交流【収益 2】 

第 48 回英語研修(通年クラス)はオンライン授業を中心に対面授業も組

み合わせて実施し、受講者数は 74名(8クラス)となった。秋クラスと冬クラ

スの募集時にデモ授業を実施し、受講者数は秋クラス 20名(2クラス）、冬ク

ラス 37名(3クラス)となった。 

 

 

３．科学技術関係団体等に関する事業【他 1】  

「科学技術団体連合」等の事務局業務については、2018 年 4 月から引き続

き休止している。 

 

 

４．情報発信・広報活動 

（１）情報発信(情報公開) 

「2024 年度事業報告書及び計算書類等」及び「2025 年度事業計画書及び

収支予算書」を財団ホームページで公開した。 
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2025年 4月～2026年 3月末のページビューアクセス数： 

① つくばサイエンスニュース         231,279件 

② つくば科学万博記念財団ホームページ      56,270件 

③ つくばエキスポセンターホームページ  3,053,281件 

 

（２）広報活動 

筑波研究学園都市記者会等へのプレスリリースを 7件行った。新聞掲載は 23

件、他 176件の撮影・取材や画像提供等に対応した。 

センターの広報の一環として、茨城県の広報番組やテレビ局のニュース番

組・バラエティ番組、アニメ制作のための撮影に協力した。 

センター活動の広報対象の拡大のため、Google検索広告や Instagramへの広

告掲載を行い、Instagramのフォロワー数は 1万人を超えた。また、つくばエ

クスプレスのドア上モニターへの広告掲載を行い、来館者の増加に向けたセン

ター催事やプラネタリウム上映番組等の PR 強化を図った。 

 

（３）情報セキュリティの強化 

サイバー攻撃に対する財団ホームページ及びセンターホームページのウェ

ブサーバー、メールサーバーのセキュリティサービスを引き続き導入し安全な

運用を行っている。 

 

 

５．その他 

  地域における役割の認識や期待に応えるため、つくば市などとの定期的な

意見交換を行った。 

 

 

 

Ⅱ.財団運営に関する総合的な活動に関すること 

１．代表理事・業務執行理事及び理事会・評議員会 

代表理事が理事会の支援を受け財団経営を担い、業務を適切に執行した。理

事会・評議員会については、定款等で定められている通り開催した。 

（理事会 3回、評議員会 2回） 

 

 

２．監事監査 

理事の業務執行及び事業報告、計算書類等の監事監査を行った。 
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また、これに先立ち、外部監査として公認会計士による監査を実施した。 

① 5月 15日(木)～17日(土) 公認会計士による監査 

② 6月 4日(水) 監事監査 

 

 

３．基金の運用 

予算を上回る運用収益を計上した。また、期限前償還(額面 5 億円)および満

期償還(額面 2億円)のうち、額面 5億円分について再投資を実施した。 

 

 

４．外部資金 

  外部機関助成金を獲得し、アウトリーチ活動を強化した。 

 

 

５．施設・設備【公益 1】 

計画的な施設・設備等の整備に加え、空調機更新工事、自動ドア装置交換工

事、特定建築物調査及び外壁全面赤外線ドローン調査、非常用自家発電設備整

備、事務室奥書庫室整備、2階事務室床貼替工事及び什器入替、敷地周りフェン

ス・東門扉・職員用駐車場門扉交換工事、老朽化対応等を行った。 

 

 

６．業務執行体制 

公益財団法人の代表理事として理事長を、事務局に総務部、運営部、企画室、

資産運用室を置き、効率的かつ効果的な事業運営を行った。 

 

組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－事務局－ 

資産運用室 

企画室 

総務部 運営部 

事務局長 

－評議員会－ 
評議員 

監事 －理事会－ 

 

         理事 

－代表理事－ 
 

理事長 
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７．その他 

法定点検が義務付けられている消防用設備等点検及び防火対象物点検（9月、

3月）を実施し、適切に届出を行った。加えて、消防計画に基づき、消防訓練(7

月、3月)を 2回行った。 

他に、建築基準法に基づく防火設備定期点検(5月)を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業報告書の附属明細書について 

2025年度事業報告については事業報告書に記載のとおりであり、一般社団法

人及び一般財団法人に関する法律施行規則第 34条第 3項に規定する「事業報

告の内容を補足する重要な事項」はないので作成しない。 


